
 

 

         

 
 
 

 

 

杉森小学校の目指す児童像と学年みんなで子どもを見るフォーメーション 

                                         校長 濵松章洋 
 
 
 昨年度来、感謝の気持ちの醸

成と他者の側に立った言動の選

択能力の育成を図ってきました。

子どもたちは、例えば最高学年

の6年生が、地域の方から賞賛

のメールをいただくなど、成長を

遂げてくれました。今年度途中か

ら子供たちの成長に合わせた新

たな児童像を設定し、来年度末

までの計画で下記のような取り

組みをしております。落ち着いた

環境で主体的に学ぶ子供たち

の様子は、教員チームによる

フォーメーションが高水準である

ことを表していると自負しておりま

す。今後ともどうぞよろしくお願い

申し上げます。 
  

         
 １月２０日(火)に、郷土博物館の方による、『昔の暮らしと当時の道具』の出前授業を行いました。当時の人々の

暮らしと当時使っていた道具についてのお話をしていただきました。実際に道具に触れたり、郷土博物館の方に当

時の様子や道具に対しての質問をしたりしました。重さや素材などに注目して道具に触れている子どもの姿が多く

見られました。初めて触れる道具たちを前に楽しみながら活動に取り組む姿も多く、実施してよかったと感じました。

そして、１月２７日(火)には、洗濯板とたらいを使用して昔の洗濯を体験しました。子どもたちからは、「水が冷たい！」

や「水を運ぶのが重くて大変」などの感想が聞こえ、昔の人たちの苦労を実感していました。 
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〇保育園との交流を行いました！ 
   3 学期から生活科「もうすぐ２年生」の学習が始まりました。保育園のお友達に対して「どんなことをしてあげたい

か。」について子供たち自身が考え、グループを作りました。学校公開の際にもご覧いただいた通り、子供たちそ

れぞれが力を合わせて意欲的に取り組んでいました。子供たちの活動にあたたかい助言やご参加をいただき、あ

りがとうございました。当日は、今まで練習していた成果を発揮し、保育園のお友達に優しく声を掛けたり、一緒に

活動をしたりと楽しく交流をすることができました。 
   この交流の中で保育園のお友達に楽しんでもらうために準備をしたり、教えたりすることで「もうすぐ２年生になる

んだ！」、「これからも頑張ろう！」という気持ちが芽生えた様子でした。 
３学期もあと少しですが、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

〇成長の振り返り 
   生活科では、「広がれわたし」の学習で、生まれたときから現在までの自分自身の成長を振り返る活動を行って

います。早速インタビューにご協力いただき、ありがとうございました。 
子どもたちは、保護者の皆様からのインタビューや当時の自分の振り返りを基に、冊子やポスター、タブレットの

スライドアプリなど、自分たちで考えた方法で整理しています。活動を通じて、どの子も自分の成長を実感し、「私

の名前にはこんな意味が込められている。」や「小さい頃にこんなことがあった。」などの感想を友達と話しながらま

とめています。お家でも生活科の様子について、子どもたちと話してみてください。 
〇図工バックについて 

学年末に平面作品を持ち帰ります。図工バッグ（不織布・白）がある方は持たせてください。ない方は大きめの

手提げや袋（記名）を持たせてください。３/９㈪の週に作品を持ち帰る予定です。 

 

【学年からのお知らせ】 

先日は、授業参観、保護者会へのご参加ありがとうございました。１年間の子どもたちの様子を振り返ると、様々

な面でたくさんの成長が見られました。残り１カ月を切りましたが、最後まで子どもたちの良さを伸ばしていけるよう指

導・支援をしていきたいと思います。引き続き、よろしくお願いいたします。 

 

〇図工の学習について 

① ３月１０日(火)・１１日(水)の図工は、図工室で西井先生と一緒に学習を行います。内容は、「釘打ちトントン」で

す。安全に気を付けて行っていきます。お家でも、図工の様子について子どもたちに聞いてみてください。 

 

② 理科で学習した磁石の性質を生かしながら、図工の作品「マグネットマジック」を作ります。目に見えない磁石

の力の不思議さや面白さを感じながら、工夫して作品作りに取り組みます。理科と図工を繋げた学習を通し

て、学びを深めていきます。 
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先日の土曜参観では多くの保護者の方にご参観いただきありがとうございました。2 時間目の学活では、お別れた

てわり学活に向けて、6 年生への手紙の渡し方を計画しました。「渡すときの流れはどうしよう？どこに立ったら皆が見え

やすいかな？6 年生から一言もらう時間があるといいね。」など、班で相談したりシミュレーションしたりしながら、周囲

への思いやりをもち、学校をよりよくしたいという目標に向けて知恵を出し合っていました。みんなで話し合い納得のいく

答えを導き出す姿に、成長を感じています。本番の経験が、「自分も役に立てた」という確かな自信（自己有用感）に

つながるよう、最後まで温かく見守ってまいります。 

【卒業式練習】 

3月より、卒業式の練習が本格的に始まります。５年生は在校生の代表として式に参列し、卒業生の入退場を合奏

で見守ります。卒業式という厳かな雰囲気を体験し、また、立派な６年生の様子をみて来年度の自分の姿と重ね合

わせてほしいと思っています。緊張感をもった練習となるため、前向きになれないことや疲れることもあるかもしれませ

ん。ご家庭でも励ましていただければ幸いです。 

【鼓笛のデビューに向けて】 

３月４日（水）の６年生を送る会で、いよいよ「聖者の行進」を演奏し、鼓笛デビューをします。６年生との練習も終え、

朝練や全体練習に真剣に取り組んでいます。「いつお家の人の前で演奏するの？」と保護者の皆様に披露する日

を、子供たちも楽しみにしています。ぜひ、ご家庭でも話題にしていただければと思います。 

卒業まで残り一か月となりました。この一年間、1つ1つの取り組みに、みんなが協力し、様々な場面で最高学年と

して行動する姿をたくさん見ることができました。 

中学校進学を目の前にした子どもたち。自分のつぼみに力を蓄えている時だと思います。今まで身に付けてきたも

のをさらに定着させて、中学へと羽ばたいてほしいと願っています。今を中学生になる大切な準備の時と考え、学習と

生活の振り返りをして、自分の課題に向かって、最後まで精一杯取り組めるよう声をかけていきます。 

３月は、６年生を送る会やお別れたてわり遊び、学年イベント、卒業式と、６年生のための行事が続きます。子供たち

が、今までお世話になった杉森小に感謝の気持ちをもって卒業の日を迎えられるよう、過ごしていきたいと考えていま

す。 

保護者の皆様には、この一年間、ご理解・ご協力をいただき感謝しております。ありがとうございました。 

 

●３学期保護者会について   ３月５日（木）  １４：２５～ 体育館 

  １４：２５～６年生を送る会で演奏する「情熱大陸」を披露します。子どもたちが下校した後、今年度最後の保護者会

があります。卒業までの予定や卒業式のことについてお話します。 

【未来の多摩川について考えよう】 
 先日の土曜参観や保護者会では、ご来校いただきありがとうございました。 
保護者の皆様に見守られる中、子どもたちはこれまでの学習の成果を一生懸命に発表することができました。 

３月２日には講師の中本賢さんに発表会を行います。１年間お世話になった感謝の思いと学んだことを伝えること 
ができるよう準備を重ねています。相手意識を大切にしながらより良い発表ができるようサポートしてまいります。 




